
合格者アドバイザー通信
合格者が疑問にお答えします。。。

　僕は、TACの講義ノートやV問題集だけをひたすら繰り返し、答えを覚えてし
まうくらいまでしていました。民法は公務員試験の中でも、比較的難易度が高
く範囲も広いです。それを限られた時間の中で完全に理解しきるのは厳しいで
す。公務員試験に出る範囲を必要なレベルまでだけ出来るようになることが効
率であり、それを示してくれているのが講義ノートや問題集です。
　もう一点、問題集の選択肢にチェックをつけていくこともおすすめです。初
めは抵抗があると思いますが、問題単位ではなく、選択肢レベルで見直してい
けると、問題集を回すスピードが格段に上がるので、効率よくなると思いま
す。

Q.民法が苦手です。どのように対策しましたか？

なんば校/合格者アドバイザー
　　　　　國本さん
　　が回答してくれました。

【演習の評価】
　　　　1回目：19点　/　2回目：　19点　

なんば校/合格者アドバイザー
　　　　　秋月さん
　　が回答してくれました。

【演習の評価】　不明（記録していません。）　　　　

◎私は法学部出身ではなかったので、法の内容・判例すべてTACで初めて知りまし
　た。そのため、演習や模試で最初のころ苦手意識がありました。

　①講義ノートをV問題集を解く前に自分でも読み返し、出てきた法律を理解
　　できているのか・判例はきちんと納得できているのか確認していました。
　②①で理解・納得できていないものは絶対に講師に質問に行っていました。
　　　　→メモも欠かさずに！
　③V問題集を年明けからほぼ毎日約10問解き続けていました。
　　　　　　　　　　　　　　　⇓↓↓↓
　　　結果、4問/5問以上は、安定的にとれるようになりました。


